
 

      人権 人権 の

    たの権

 学  

  学校 年生 年生、中学生 

  

  生活で感じる な気持ちや しい気持ちを自覚し、自分や ちに ます を ける活動をと

おして、自分の「心の み」への向き合い方や、 ったときや ん ときは相 してもよいことを知る

ことで、自分や ちを大切にしようとする いをもつことができるようにする。 

 の 

 ワークシート 

 相 関が れた資料 

  

「 どもの権利 」（ 年 ）の「生きる権利」では、すべての どもの が られ、もっ

て生まれた 力を十分に ばして成 できるよう、 、教育、生活への支 などを受けることが保

されています。 

し し、文部科学省の「令和3年3月  児童生徒の自 について（通知）」によると、

・ 生 省の自 計では、令和 年度中における児童生徒の自 者 は 人（ 定値（令和３

年 月 ））で、 年と して４ 加、そのうち、 中 生の自 者 は200人（ 定値

（令和３年 月 ））で 年と して となっています。 

この通知には、「自 教育を実 するなどにより、児童生徒自 が心の に気づき、 な

できる大人に相 できる力を うとともに、児童生徒 らの みや相 を く受け止めることができ

るようにすること」と示されており、「 の し方に関する教育」の重要性が べられています。 

本ワークでは、ま 、 ー で「自分を知る」こと ら めます。ここで られた

きなことは、児童・生徒の で ト 解 を 助けしてくれるものであり、さらに、 なことに

会ったときは、心を支え、 （ 力）になります。この支えてくれるものが ければ

い ど、 な状況で さを発 できることになります。 

そしてワークを通じて、「心の み」に する 方法や、「 て」されたことで感じる 心感、

「心の み」を自覚したり に えたりすることのよさに気づくことができるでし う。 

  た  

 学 の    

導  

0分 

学習の確認（2分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

「自分を知 う」 

自分にとっての次のものを く。 

・ きなこと、 きな べ 、 

っていること、大切な人・もの 

じ んけんをして った人が発 する

ものを び、理由とともに える。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・ワークシートを する。 

・４人 度の ー をつくる。 

・ でも、 きなこと、大切なもの

をもっていると ける。 

・ く人は、 定せ 共感的に受け

止めるように える。 

・ワークシート 
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わったら、 ー 内で感 を え

合う。 

展開 

学校 

2 分 

中学校

30分 

ク （ 2 分、中30分） 

「 ち ら相 されたときの の き

方を知 う」

ク  

さんの立場 ったらどのように感じ

ると う 考えて く。 

あなたが さん ら相 を受けたとす

るとどのような態度（気持ち）で い

てあ たらよい 考えて く。 

ー 内で発 する。 

さんにどのような を ける 考

えて く。 

ー 内で発 する。 

ー で た態度や をク 全

体で発 する。 

ク  

「相 された の の き方に

しよう」

・2人組になって、一人は自分の み、

っていること（ ）を え、も

う一人は く ー を行う。 

・ を いたときの気持ちや相 したと

きの気持ちを り り く。 

・４人 度の ー をつくる。 

・考えにくい場合は、次の を参考

に する。 

（ ） まで く。相 をうつ。 

   定しない。等 

・考えにくい場合は、次の を参考

に する。 

（ ）大 ったね。大人に相 し

よう。いつでも くよ。等 

・ された態度、 を してお

く。 

・ ク で た考えをも

とに、お互いの気持ちを考えなが

ら ー するように促す。 

・ の内容に ったときには、

さんの内容でよいと える。 

・ い気持ちになったときには、

理しなくてもよいと える。 

まとめ 

0分 

まとめ（ 0分） 

・まとめの を き、活動の り りを

く。 

・ をとおして児童・生徒 ら

された考えや記 をもとに、ねら

いをおさえ、まとめる。 

・ どもへの支 に関わる相 関

を する。 

・資料 

（相 関） 

参考資料など  

「教 にできる自  どもの を さない」 

 中 大学 員 員 科大学校教  教育開発 （令和 年） 

「 どもの社会的  つながることは 心すること 自分もみんなも大切なひとり」 

教育 員会（20 年） 

・心の みを自覚し、 に えることのよさに気づ せることが大切である。

・心の や みを感じた には、「大 」と自分自 に を けて、自分の心

の みに気づくこと、そして心の や みは えにくいので、 や文 に し、

「 て」を受けることが大切である。

・ にはあなたを りたいと っている大人が にいることを知り、相 したい

ときは、相 する人はあきらめないで え けることが大切である。

・ なことがあった 、ワークシートに いてあるものが支えてくれたり、 して

くれたりする大 な ーであることを理解する。
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ワークシート

（   ）年（   ）組（   ）                 

ー  「自分を知 う」  

わたしの
す

きなことは わたしの
す

きな べ は 

わたしのがんばっていることは わたしの大切な人やものは 

ク  ち ら相 されたときの の
き

き方を知 う 

 あなたが さんの立場 ったらどのように感じると います 。 

 あなたが さん ら相 を受けたとしたら、どのような態度
た い ど

（気持ち）で
き

いてあ たらよいと

います 。 

さんにどんな を けてあ ます 。 

この
じ う

を り
え

って、これ ら「心の
いた

み」を感じたときや、 ち ら
な や

みを相 されたとき

はどのようにしたらよい 、考えたことを きまし う。 

はあなたの権利
け ん り

さんの
な や

み 部活動（ク 活動）の上級生がこわくて
な や

んでいます。部活動（ク 活動）は大
い す

き けど、上級生には も えない 気
ん い き

があります。
とく

にいや ったのは、 いたいことも え に、

「おまえは、
と く べ つ

ー 。」と われて一人 け
ちが

うことをさせられたことです。みんなと一
い っ し

にやり

た ったのに・・・。もっと自由に っていることが えたらいいなあと います。 

教育 員会 どもの権利学習資料「わたしもあなたも いて」より

95



 

参考資料 は、神 教育 員会 ー ー を 確認く さい。 

神 教育 員会相 知 ー（令和４年度 ）より

（ 意 ）これらの相 関は、神 の 立学校を にした令和４年 現在の相 です。

の は学校に 示されている ーや相 ー 等で確認しまし う。

（ 意 ）「３ いじめ」については、相 につながる の 次 ー を記 した ー を

学校の ー シ 等でみなさんに しています。 

そう んさき 
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